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§1 希土類磁性 棒の光スペク ナJV

(I)に述べ られてVlるように (菅野氏の講演要旨参照),光スペク トルに

励起子の分散や 〇avyかⅤ分裂またはマグノン ･サイドバンド (exciton-

magnon吸収)をどが兄いだされたのは,ycrOS や MnF2 75:ど,ほとんど

鉄族磁性体 (鉄族 イオンを磁性 イオンとして含む絶縁物磁性捧)であった Qこ

れに対 して稀土類 (絶縁励)磁性体の光スペク ナ ノレの大体の様子は単一 イオン

のスペク T 7レとして解釈で き'b ｡ 一般に結晶 中の稀土類 イオンの可視か ら近赤
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外域の戟収スペク ナノレは ,幅が数 cm ～ 数 10C蒜 1のかなり説示吸収線群か

ら覆って耳 9,それ らは 4frl電子配置内の遷移による もので,稀土簸磁性 体

の場合妃 も磁性 イオン間の相互作用の効果は,分子慶として取 り入れれば理解

で きる場合が多vlo 鉄族磁性 体と衛士簸磁性 体の比の相異は,太質的には価電

子の違いに起因しているのであろうが ,大昔つばには磁性 イオン間の相互 作用

の大きさの相異によるとい うことができる o 例 え ば DyS A25012 はガー ネッ

T構造の反強磁性 捧であるが,N昌el点は 2.5 oKであるか ら,この結晶 中の

マ グノンの分散は高々数 O-n=1程度 と考え られる o 従ってマグノン ･サイドバ

ン ドの間藤はスペク t)レの微細梅蓬の議論の際に初めて現われ で くる 0 -番的

にいうと,微細構造やサテライト ラインとしては,① フォノン･サイドバン戸,

③ マグノン ･サイ ドバンド,③ 励起子の分散や oavydov分裂,④ 不純物 イ

オンや格子欠陥に的係した もの,または⑨ cooperative-eXcitaもiorLを

どが考え られているが,まだ実験的敬み董ねが必要を.段階にあると息われる o

稀土類 イオンの場合特に試料の純度 (普通 99,9- 99.99%態度)●を良 くす るこ

とが再建であるという事情が,微細橿造の解析 をむずか Lv,もの咋している O

また或 る種の衛士顛磁性 棒では,特定の磁性 イオン間の相互醇用のために ,

スペク tJV線に多軍構造が環われる歩合があるo例えば DyA.eOSは歪んだ ベ

ロブスカイ憎 の反強磁性 体であるが,C軸に沿った 2個の最近接D;｢ィォ
ンと特に強い tsing塾の交換相互作用をもつために,すべての吸収線が 5董
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構造を示 している O このような解釈を Zsing spir3Clusもer近似 とV,うが,

分子歩近似の特別の場合である ｡ この場合のように , 稀土類磁性体の特級の一

部は磁性 イオンの 工sing性による様に思われる｡

§2 マグノン ･サイドバンドの温度依存性

反強磁性体の光吸収スペクトルにおいて,マグノン ･サイドバンドと考えら

れている吸収帯が Nもel点の数倍の温度でも換っているということが,数年前

から注目され始め,我々の グJv-プで も次の 2つの物質につvlて,吸収強度の

温度依存性蟹測定したo (第 1区l)は ycroSの R とfi′吸収線のマグノン･

サイドバンドの敢分敵度の温度変化で,約 7DDKで慶大と在り,以後室温まで

徐々に減少するが,途中 Ne'el点で特別の変化が見られをい . 夜を高温におけ

る大きを測定誤差はU吸収帯との董登りが大 きく覆るためで,ベース ･ライン

の剛 方の不確定さによるものであるO また (第 2 図 ) は MnF･2の 6Alg-

4Eg, 4Alg吸収帯のマグノン ･サイドバン ドの場合で･ 70oK- 1dDoK

の間でほぼ一定であるが,その後再び増加してvlる｡ このよう役儀向は,近距

離秩序の問鹿 とも的連して興味が深 く,理論的解決が望まれる O

(
題
舟
艇
世
)
機
密
虫
髄

5

(

題

砂
塵
廼
)
髄
轟
東
醇

100 200 500

温度 (oK )

(第 1囲 )

A-2d

100 200 500

温度 (oK )

(第 2図)


